
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シャーシの下部に下方から脱着可能にネジ止めされた と、
上記 上記シャーシ
の下部 着可能にネジ止めされた とを備え、
スピンドルモータの構成部品のみを上記金属基板に搭載し、
少なくともスピンドルモータ及びステッピングモータの駆動回路、磁気ヘッドの記録及び
再生回路、各種スイッチ類、外部インターフェースを上記プリント基板に搭載したことを
特徴とするフロッピーディスク装置。
【請求項２】
上記

めしたことを特徴とする請求項１記載のフロッピ
ーディスク装置。
【請求項３】
上記 したことを特徴とする請求項 載のフロッピーデ
ィスク装置。
【請求項４】
上記

したことを特徴とする請求項 載のフロッピーディスク装置。
【発明の詳細な説明】
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プリント基板
プリント基板に形成された開口部を通して、該プリント基板の下方から

に脱 金属基板

シャーシの下面に切り起し加工された複数のモータ取付台を設け、上記金属基板を上
記複数のモータ取付台に下方からネジ止

モータ取付台をほぼ台形状に形成 １記

プリント基板をほぼコ字状に形成して、そのほぼコ字状の切欠き内に上記金属基板を
配置 １記



【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、例えば直径が３．５インチのフロッピーディスクを記録、再生するのに最適な
フロッピーディスク装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、直径が３．５インチのフロッピーディスクを記録、再生するフロッピーディス
ク装置は、図１４に示すように、シャーシ１００の下部の前端側（矢印ｂ方向側）に通常
ＰＣＢ基板と称される金属基板（板金上に絶縁層を介して銅箔等による回路パターンを形
成したもの）１０１を下方から複数のネジ１０２によってネジ止めし、シャーシ１００の
下部の後端側（矢印ａ方向側）に普通の両面基板であるプリント基板（絶縁板の上下両面
に銅箔等による回路パターンを形成したもの）１０３を下方から複数のネジ１０４によっ
てネジ止めしたものがある。
【０００３】
そして、従来のこの種フロッピーディスク装置では、金属基板１０１上の中央部に、フロ
ッピーディスクを回転駆動するスピンドルモータ１０５の構成部品（スピンドル、スピン
ドル軸受、ディスクテーブル、ステータコイル、ロータ、ロータマグネット、ＰＧマグネ
ット、ＰＧセンサー、ＦＧパターン、ホール素子等）を取り付けている。
【０００４】
そして、この金属基板１０１上にスピンドルモータ１０５の駆動回路、フロッピーディス
クの記録容量検出スイッチ１０６、カセットインスイッチ１０７、誤消去防止検出スイッ
チ１０８、発光ダイオード１０９等の各種スイッチ類を搭載している。
【０００５】
また、プリント基板１０３にはロジック回路、磁気ヘッドを移送するステッピングモータ
の駆動回路、磁気ヘッドの記録、再生回路等からなるコントロール部や外部インターフェ
ース１１０等が搭載されている。
【０００６】
そして、金属基板１０１とプリント基板１０３とをコネクトケーブル１１１によって接続
している。
【０００７】
なお、従来のこの種フロッピーディスク装置には、図１４に示すように、シャーシ１００
の下部の全域に大型のプリント基板１１３を複数のネジ１１４によって下方からネジ止め
し、スピンドルモータ１０５のスピンドル、スピンドル軸受、ディスクテーブル、ロータ
、ロータマグネット、ロータヨーク、ＰＧマグネット等をシャーシ１００に取り付け、ス
テータコイル、ＰＧセンサー、ＦＧパターン、ホール素子等をプリント基板１１３に取り
付けたものもある。なお、１１５はスピンドルやスピンドル軸受をプリント基板１１３の
上下に挿通させるためにプリント基板１１３に形成した円形穴である。
【０００８】
そして、この場合は、上記したスピンドルモータ１０５の駆動回路、各種スイッチ類１０
６～１０９、コントロール部や外部インターフェース１１０等の全てがこのプリント基板
１１３に構成されている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、図１４に示す従来のフロッピーディスク装置は、金属基板１０１に搭載される要
素が、スピンドルモータ１０５の構成部品、スピンドルモータ１０５の駆動回路、各種ス
イッチ類１０６～１０９と非常に多いために、金属基板１０１の面積がシャーシ１００の
下面のほぼ１／２を占める位に大型となり、形状が複雑となる。従って、普通のプリント
基板に比べて高価な金属基板１０１が著しく高価について、フロッピーディスク装置のコ
ストアップを招く。また、金属基板１０１が著しく重くなるために、フロッピーディスク
装置の重量増大を招き、ハンドリングや輸送時に不利となる等の問題があった。
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【００１０】
また、図１５に示す従来のフロッピーディスク装置は、スピンドルモータ１０５の構成部
品をシャーシ１００とプリント基板１１３とに２分割させて取り付けなければならず、ス
ピンドルモータ１０５の構造が複雑であり、著しくコスト高につく等の問題があった。
【００１１】
本発明は、上記の問題を解決するためになされたものであって、構造の簡素化、軽量化、
低コスト化を図ることができ フ
ロッピーディスク装置を提供することを目的としている。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するための本発明のフロッピーディスク装置は、シャーシの下部に下方
から脱着可能にネジ止めされた と、上記

上記シャーシの下部 着可能にネジ止めされた
とを備え、スピンドルモータの構成部品のみを上記金属基板に搭載し、少なくともス

ピンドルモータ及びステッピングモータの駆動回路、磁気ヘッドの記録及び再生回路、各
種スイッチ類、外部インターフェースを上記プリント基板に搭載したものである。
【００１３】
【作用】
上記のように構成された本発明のフロッピーディスク装置は、シャーシの下部に下方から
脱着可能にネジ止めした

シャー
脱着可能にネジ止めした 本

来、金属基板に搭載されるべきスピンドルモータの駆動回路をプリント基板に搭載し
、その金属基板の大きさを著しく小型にできる。

【００１４】
【実施例】
以下、本発明を直径が３．５インチのフロッピーディスクを用いるフロッピーディスク装
置に適用した一実施例を図１～図１３を参照して説明する。
【００１５】
［フロッピーディスク装置の概要説明］
まず、図９～図１３によって、フロッピーディスク装置の概要を説明する。
【００１６】
ディスク装置の一例であるフロッピーディスク装置１は、ディスク状記録媒体の一例であ
る直径が３．５インチの磁気ディスクからなるフロッピーディスク２を記録、再生するも
のであり、フロッピーディスク２は扁平なディスクカートリッジ３内に回転自在に収納さ
れて使用される。なお、ディスクカートリッジ３には上下一対のヘッド挿入口３ａが形成
されていて、そのヘッド挿入口３ａを開閉するシャッター（図示せず）が取り付けられて
いる。
【００１７】
そして、フロッピーディスク装置１は、板金で形成されたシャーシ５と、そのシャーシ５
より薄い板金で形成されたシャーシ５の上部に取り付けられたカバー６と、合成樹脂で形
成されてシャーシ５及びカバー６の前端に取り付けられたフロントパネル７との３つの外
装部材によって扁平な箱型に形成されている。
【００１８】
なお、フロントパネル７にはカートリッジ挿入口７ａが形成されており、シャーシ５の下
面には後述するプリント基板８と金属基板３１がネジ止めされている。
【００１９】
そして、このフロッピーディスク装置１の内部でシャーシ５の上部には、カートリッジホ
ルダー９が水平に配置されていて、従来公知の断面形状がほぼコ字状で上向きのスライド
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、その上、組立及び点検、修理等のメンテナンスも容易な

プリント基板 プリント基板に形成された開口部を
通して、該プリント基板の下方から に脱 金属
基板

プリント基板にスピンドルモータ及びステッピングモータの駆動
回路、磁気ヘッドの記録及び再生回路、各種スイッチ類や外部インターフェース等を搭載
し、そのプリント基板に形成された開口部を通して、該プリント基板の下方から シ
に 金属基板にはスピンドルモータの構成部品のみを搭載して、

たの
で



板１０ａを有するホルダー昇降機構１０によってこのカートリッジホルダー９がシャーシ
上で平行運動によって上下に昇降自在に取り付けられている。なお、カートリッジホルダ
ー９の後端にはシャッター開閉レバー９ａが取り付けられており、スライド板１０ａの前
端に取り付けられたイジェクト釦１０ｂがフロントパネル７の前方に突出されている。
【００２０】
そして、このフロッピーディスク装置１の内部のシャーシセンターＰ１ 　上でカートリッ
ジホルダー９の下部位置に、金属基板３１上に水平に取り付けられたスピンドルモータ１
１が配置されていて、そのスピンドルモータ１１の垂直なスピンドル１１ａの上端にスピ
ンドルモータ１１のロータの上端に形成されたディスクテーブル１２が水平に固着されて
いる。
【００２１】
また、このフロッピーディスク装置１の内部でディスクテーブル１２の後方位置に、シャ
ーシ５上に取り付けられたヘッド移動装置１４が配置されている。
【００２２】
このヘッド移動装置１４は、ヘッドキャリッジ１５と、その上部に板バネ１６等を介して
上下に回転自在に取り付けられたヘッドアーム１７と、これらヘッドキャリッジ１５及び
ヘッドアーム１７の先端の上下対向面に上下に対向されて取り付けられたヘッドである上
下一対の磁気ヘッド１８と、ステッピングモータ１９のモータ軸１９ａに直結された水平
なリードスクリュー２０と、そのリードスクリュー２０と平行で水平なガイド軸２１等に
よって構成されている。なお、上下一対の磁気ヘッド１８がシャーシセンターＰ１ 　上に
配置されている。
【００２３】
そして、ヘッドキャリッジ１５の一側部に形成されたニードル１５ａがリードスクリュー
２０上に係合され、ヘッドキャリッジ１５の他側部に一体に形成されたスラスト軸受１５
ｂがガイド軸２１の外周に摺動自在に挿入されている。
【００２４】
また、上側の磁気ヘッド１８がカートリッジホルダー９の後端側の中央部に形成された切
欠き２２内に挿入されていて、ヘッドアーム１７の一側面に一体に形成された被ガイド突
起１７ａがカートリッジホルダー９の切欠き２２の一側縁に形成されたガイドレール９ｂ
上に摺動自在に当接されている。
【００２５】
［フロッピーディスクの記録、再生動作］
このフロッピーディスク装置１は、以上のように構成されていて、ディスクカートリッジ
３をフロントパネル７のカートリッジ挿入口７ａからカートリッジホルダー９内に矢印ａ
方向から水平に挿入すると、シャッター開閉レバー２３によってディスクカートリッジ３
のシャッターが開蓋されると共に、ホルダー昇降機構１０のスライド板１０ａが矢印ｂ方
向にスライドされて、カートリッジホルダー９が水平に下降される。そして、ディスクカ
ートリッジ３が水平に下降されて、内部のフロッピーディスク２がセンターコア２ａによ
ってスピンドル１１ａ及びディスクテーブル１２に上方からチャッキングされると共に、
上下一対の磁気ヘッド１８がディスクカートリッジ３に形成されている上下一対のヘッド
挿入穴３ａからディスクカートリッジ３内に挿入されてフロッピーディスク２の上下両面
に接触される。
【００２６】
そして、スピンドルモータ１１によってフロッピーディスク２を回転駆動すると共に、ヘ
ッドキャリッジ１５をガイド軸２１によって案内しながら、ステッピングモータ１９で回
転駆動されるリードスクリュー２０によってヘッドキャリッジ１５とヘッドアーム１７を
一体に矢印ａ、ｂ方向に移動させて、上下一対の磁気ヘッド１８によってフロッピーディ
スク２の上下両面の記録、再生を行う。
【００２７】
そして、記録、再生後に、イジェクト釦１０ｂを矢印ａ方向に押すと、カートリッジ昇降
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機構１０のスライド板１０ａが矢印ａ方向にスライドされて、カートリッジホルダー９が
水平に上昇される。そして、ディスクカートリッジ３が水平に上昇されて、内部のフロッ
ピーディスク２がスピンドル１１ａ及びディスクテーブル１２から上方に離脱されると共
に、上下一対の磁気ヘッド１８がディスクカートリッジ３の上下に離脱された後、ディス
クカートリッジ３がシャッター開閉レバー９ａによってフロントパネル７のカートリッジ
挿入口７ａから矢印ｂ方向に排出される。
【００２８】
［シャーシとカバーの組立て構造の説明］
次に、図９及び図１０によってシャーシ５とカバー６の組立て構造を説明する。
【００２９】
まず、シャーシ５は底面板５ａと、左右一対の側面板５ｂと、後面板５ｃとがプレス加工
によって一体に形成されていて、このシャーシ５は上面及び前面が開放された扁平な箱型
に形成されている。
【００３０】
また、カバー６は天板６ａと、左右一対の側面板６ｂと、後面板６ｃとがプレス加工によ
って一体に形成されていて、このカバー６は下面及び前面が開放された扁平な箱型に形成
されている。
【００３１】
そして、シャーシ５の左右一対の側面板５ｂの前端（フロントパネル７側の端部）の外側
に固定手段である左右一対のダボ２４が絞り加工等によって形成されていて、カバー６の
左右一対の側面板６ｂの前端（フロントパネル７側の端部）に固定手段である左右一対の
切欠き２５が形成されている。
【００３２】
また、カバー６の天板６ａの後端（フロントパネル７側とは反対側の端部）側の左右両端
に左右一対のネジ挿通穴２６が絞り加工等によって形成されていて、シャーシ５の左右一
対の側面板５ｂの後端（フロントパネル７側とは反対側の端部）側の上端縁の内側にプレ
ス加工によって一体に形成された左右一対のネジ止め用突起２７にはネジ立てされた左右
一対のネジ穴２８が形成されている。
【００３３】
そこで、カバー６をシャーシ５に上方から嵌合して、カバー６の左右一対の側面板６ｂ及
び後面板６ｃをシャーシ５の左右一対の側面板５ｂ及び後面板５ｃの外側に嵌合させる。
【００３４】
そして、カバー６の左右一対の切欠き２５をシャーシ５の左右一対のダボ２４に嵌合させ
た後に、カバー６の左右一対のネジ挿通穴２６に上方から挿入した固定手段である左右一
対の止ネジ２９をシャーシ５の左右一対のネジ穴２８に捩じ込んで締結するようにして、
カバー６の天板６ａの左右一対のネジ挿通穴２６の周辺部をシャーシ５の左右一対のネジ
止め用突起２７上に固着するようにしたものである。
【００３５】
そして、この後に、シャーシ５及びカバー６の前端にフロントパネル７を嵌合方式で取り
付ければ、フロッピーディスク装置１の一連の組立てが完了する。
【００３６】
このシャーシ５とカバー６の組立て構造によれば、カバー６によってシャーシ５の補強部
材を兼用させることができて、シャーシ５の捩り剛性が大幅に向上する。
【００３７】
従って、シャーシ５の歪みや撓みを極力防止することができて、シャーシ５の歪みや撓み
によるオフトラックの増大や００（ゼロゼロ）トラックのずれ等を未然に防止することが
できる。
【００３８】
また、カバー６をシャーシ５に対してガタツキの全くない状態に固定することができるの
で、カバー６のガタツキによる振動、衝撃等の悪影響を及ぼすことがなくなり、記録、再
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生の特性を向上できる。
【００３９】
しかも、シャーシ５に対するカバー６の４箇所の固定点のうち、２箇所はダボ２４と切欠
き２５の嵌合であり、残りの２箇所のみが止ネジ２９によるネジ止めであるから、シャー
シ５に対するカバー６の脱着を容易に行える。
【００４０】
なお、シャーシ５に対するカバー６の固定点の数は上記した４箇所より多くても或いは少
なくても良い。そして、これらの固定点をスナップピン、カシメや溶接等の各種の固定手
段で固定することが可能である。
【００４１】
［プリント基板及び金属基板の説明］
次に、図１～図６、図１０、図１２によって、シャーシ５の底面板５ａの下面に取り付け
られた金属基板３１及びプリント基板８について説明する。
【００４２】
［プリント基板の説明］
まず、両面基板で構成された普通のプリント基板（絶縁板の上下両面に銅箔等による回路
パターンを形成したもの）８はシャーシ５の底面板５ａの全域に沿って形成されていて、
前端に小巾Ａに形成されたスイッチ類マウント部８ａと、後端側の約半分の領域に大巾Ｂ
に形成されたコントロール部８ｂと、これらスイッチ類マウント部８ａとコントロール部
８ｂとの一側部間を小巾Ｃで連結する連結部８ｃとによって全体としてほぼコ字状に形成
されている。従って、連結部８ｃの横で、スイッチ類マウント部８ａとコントロール部８
ｂとの間にはほぼコ字状の切欠き８ｄが形成されている。
【００４３】
そして、このプリント基板８のスイッチ類マウント部８ａ上には、記録容量検出スイッチ
１０６、カセットインスイッチ１０７、誤消去防止検出スイッチ１０８、発光ダイオード
１０９等のスイッチ類がマウント（搭載すること）されている。
【００４４】
また、このプリント基板８のコントロール部８ｂの上下両面には、ロジック回路、スピン
ドルモータ１１及びステッピングモータ１９の駆動回路、磁気ヘッドの記録、再生回路等
のコントロール回路や外部インターフェース１１０等がマウントされている。そして、ス
イッチ類マウント部８ａとコントロール部８ｂとは連結部８ｃによって電気的に接続され
ている。
【００４５】
そして、このプリント基板８は複数の止ネジ１３によってシャーシ５の底面板５ａの下面
に下方からネジ止めされている。
【００４６】
ところで、前述したようにフロッピーディスク装置１においては、シャーシ５の前端（矢
印ｂ方向側に記録容量検出スイッチ１０６、カセットインスイッチ１０７、誤消去防止検
出スイッチ１０８、発光ダイオード１０９等のスイッチ類が配置され、シャーシ５の後面
板５ｃの後に外部インターフェース１１０が配置されるので、プリント基板８をほぼコ字
状に形成することが非常に有効である。
【００４７】
［金属基板の説明］
次に、金属基板（板金上に絶縁層を介して銅箔等による回路パターンを形成したもの）３
１はプリント基板８の 切欠き８ｄ内に十分に収まるような小型、軽量で、か
つ、ほぼ方形状の単純な形状の基板に形成されている。
【００４８】
そして、この金属基板３１上にはスピンドルモータ１１の構成部品のみが搭載されている
。
【００４９】
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即ち、金属基板３１上の中央部にスピンドル軸受１１ｂが複数の小ネジ１１ｃによって下
方からネジ止めされ、そのスピンドル軸受１１ｂにスピンドル１１ａが回転自在に支持さ
れている。そして、スピンドル１１ａの外周に圧入等にて固着されたロータ１１の上端に
ディスクテーブル１２が一体に形成されていて、ロータ１１の下端の内周にロータマグネ
ット１１ｅ及びＰＧマグネット１１ｆ等が接着等にて固着されている。
【００５０】
そして、スピンドル１１ａの外周で金属基板３１上に複数のステータコイル１１ｇ、ＦＧ
パターン１１ｈ、ＰＧセンサー１１ｉ及びホール素子（図示せず）等がマウント及び形成
されている。
【００５１】
そして、この金属基板３１はプリント基板８のコントロール部８ｂにコネクトケーブル１
１１によって電気的に接続されている。
【００５２】
［金属基板の取付構造］
そして、スピンドルモータ１１をシャーシ５の底面板５ａに形成された円形のモータ挿入
穴３２内に下方から挿入させるようにして、金属基板３１が３本の止ネジ３３によって底
面板５ａの下面に下方からネジ止めされている。
【００５３】
この際、シャーシ５の底面板５ａの円形のモータ挿入穴３２の周囲のほぼ３等分位置に、
下方への切り起し加工によってほぼ台形状に形成された３つのモータ取付台３４が形成さ
れている。
【００５４】
この際、３つのモータ取付台３４のモータ挿入穴内周縁３２ａとは反対側で底面板５ａに
それぞれ切れ目３５を形成することによって、３つのモータ取付台３４を簡単に、かつ、
高精度に切り起し加工することができて、これら３つのモータ取付台３４の下面３４ａの
水平度を高くすることができる。
【００５５】
そして、３つのモータ取付台３４の下面３４ａの中央部にはそれぞれネジ立てされたネジ
穴３６が形成されている。
【００５６】
そして、金属基板３１の周辺部に形成した３つのネジ挿通穴３７に３本の止ネジ３３を下
方から挿通して、３つのモータ取付台３４のネジ穴３６に捩じ込んで締結することによっ
て、金属基板３１を３つのモータ取付台３４の下面３４ａに３点支持方式によって極めて
安定良くネジ止めすることができて、そのネジ止め時に金属基板３１に歪み等が発生しに
くい。
【００５７】
この際、金属基板３１の外周に形成した切欠き等の位置決め基準部３８を底面板５ａの下
面に形成したピン等の位置決め基準３９に合せることによって、金属基板３１を底面板５
ａに下方から正確にネジ止めすることができる。
【００５８】
そして、３つのモータ取付台３４の下面３４ａの水平度が高いことから、スピンドルモー
タ１１のスピンドル１１ａの垂直度が高精度になる。
【００５９】
以上のように構成された金属基板３１によれば、スピンドルモータ１１の構成部品の全て
を１つの取付部材である金属基板３１に取り付けることができるので、スピンドルモータ
１１の構造が簡単で、製造及び組立てが容易である。
【００６０】
そして、金属基板３１にはスピンドルモータ１１の構成部品のみを搭載するので、高価な
金属基板３１を小型、軽量及び単純な形状に構成することができる。
【００６１】

10

20

30

40

50

(7) JP 3551456 B2 2004.8.4



［プリント基板の板取り方法］
次に図７に示すように、プリント基板８がほぼコ字状に形成されていることから、このプ
リント基板８の板取り時には、２枚のプリント基板８どうしを、これらの切欠き８ｄ内に
、これらのコントロール部８ｂを相互に挿入させるように互いに逆向きに組み合せること
によって、全体がほぼ方形状となる無駄のない２枚集合基板８０の板取りを行える。なお
、８０ａは棄て基板であり、８０ｂは折り取り線である。
【００６２】
［プリント基板の形状比較］
図８の（Ａ）に示すプリント基板８１は、基板面積が大きくなり、無駄が多い。
【００６３】
図８の（Ｂ）に示す２枚に分割されたプリント基板８２、８３は、これらの間をコネクト
ケーブル８４で接続しなければならず、そのコネクトケーブル８４の半田付け作業も必要
である。
【００６４】
図８の（Ｃ）に示す本発明のほぼコ字状のプリント基板８は、基板面積が小さく、コネク
トケーブルも不要である。
【００６５】
そして、このほぼコ字状のプリント基板８は図８の（Ｄ）に示すように組み合せて、無駄
のない２枚集合基板８０を抜取りできる。
【００６６】
以上、本発明の一実施例に付き述べたが、本発明は上記の実施例に限定されることなく、
本発明の技術的思想に基づいて各種の変更が可能である。
【００６７】
【発明の効果】
以上のように構成された本発明のフロッピーディスク装置は次のような効果を奏する。
【００６８】
請求項１は、シャーシの下部に下方から脱着可能にネジ止めした

シャー 脱着可能にネジ止めした
本来、金属基板に搭載されるべきスピンドルモータ

の駆動回路をプリント基板に搭載し 、その金属基板の大きさを著しく小型にできる
ようにしたので、スピンドルモータの構造が簡単で、製造及び組立てが容易である。また
、金属基板の小型、軽量化及び低コスト化を図ることができて、フロッピーディスク装置
のハンドリングや輸送に有利である。
【００６９】
その上、請求項１は、金属基板 プリント基板

シャーシの下部に

るので、組立時には、これら金属基板 プリント基板 をシャーシの下部に 簡単
に組み立てることができる。また、メンテナンス時には、これら金属基板 びプリント基
板 をシャーシの下方へ 自由に取り外すことができるので、金属基板に搭載され
ているスピンドルモータの構成部品やプリント基板に搭載されている駆動回路、磁気ヘッ
ドの記録及び再生回路、各種スイッチ類や外部インターフェース等の点検や修理等のメン
テナンスを容易に行うことができる。
【００７０】
請求項 及び は、上記シャーシの下面に切り起し加工された複数のモータ取付台を設け
、上記金属基板を上記複数のモータ取付台に下方からネジ止めし、上記モータ取付台をほ
ぼ台形状に形成したので、モータ取付台を高精度に、かつ、簡単に加工することができて
、金属基板の水平度を高め、スピンドルモータの垂直度を高めることができる。
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プリント基板にスピンド
ルモータ及びステッピングモータの駆動回路、磁気ヘッドの記録及び再生回路、各種スイ
ッチ類や外部インターフェース等を搭載し、そのプリント基板に形成された開口部を通し
て、該プリント基板の下方から シに 金属基板にはスピンド
ルモータの構成部品のみを搭載して、

たので

が に形成された開口部を通して、該プリント
基板の下方から 脱着可能にネジ止めされていて、シャーシに対する金属
基板とプリント基板との脱着作業を互いに制約を受けることなく、別個に行うことができ

と と 別個に、
と

と 別個に、

２ ３



【００７１】
請求項 は、上記プリント基板をほぼコ字状に形成して、そのほぼコ字状の切欠き内に上
記金属基板を配置したので、記録容量検出スイッチ、カセットインスイッチ、誤消去防止
検出スイッチ、発光ダイオード等のスイッチ類と外部インターフェースとをフロッピーデ
ィスク装置の前後に振り分けて配置し易く、そのほぼコ字状のプリント基板のほぼコ字状
の切欠き内には金属基板を配置し易いので、非常に有効である。しかも、そのほぼコ字状
のプリント基板は板取りにも有効である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例であるフロッピーディスク装置の底面図である。
【図２】図１の一部切欠き側面図である。
【図３】図１の金属基板及びプリント基板を取り外した状態の底面図である。
【図４】スピンドルモータの一部切欠き平面図である。
【図５】シャーシの一部切欠き平面図である。
【図６】金属基板とシャーシを下方から見た分解斜視図である。
【図７】プリント基板の板取りを示す平面図である。
【図８】各種形状のプリント基板の形状比較をした図面である。
【図９】フロッピーディスク装置全体の斜視図である。
【図１０】フロッピーディスク装置のシャーシとカバーの分解斜視図である。
【図１１】フロッピーディスク装置のカバーを取り外した状態の平面図である。
【図１２】フロッピーディスク装置のカバー及びカートリッジホルダーを取り外した状態
の平面図である。
【図１３】図１０のＡ－Ａ矢視での概略断面図である。
【図１４】従来のフロッピーディスク装置の一例を示す底面図である。
【図１５】従来のフロッピーディスク装置の他の例を示す底面図である。
【符号の説明】
１　　　フロッピーディスク装置
２　　　フロッピーディスク
３　　　ディスクカセット
５　　　シャーシ
５ａ　　シャーシの底面板
８　　　プリント基板
８ａ　　プリント基板のスイッチ類マウント部
８ｂ　　プリント基板のコントロール部
８ｃ　　プリント基板の連結部
８ｄ　　プリント基板の切欠き
１１　　スピンドルモータ
１１ａ　スピンドルモータのスピンドル
１１ｂ　スピンドルモータのスピンドル軸受
１１ｄ　スピンドルモータのロータ
１１ｅ　スピンドルモータのロータマグネット
１１ｆ　スピンドルモータのＰＧマグネット
１１ｇ　スピンドルモータのステータコイル
１１ｈ　スピンドルモータのＦＧパターン
１１ｉ　スピンドルモータのＰＧセンサー
１８　　磁気ヘッド
３１　　金属基板
３２　　モータ挿入穴
３３　　止ネジ
３４　　モータ取付台
３５　　切れ目
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８０　　２枚集合基板
１０６　記録容量検出スイッチ
１０７　カセットインスイッチ
１０８　誤消去防止検出スイッチ
１０９　発光ダイオード
１１０　外部インターフェース
１１１　コネクトケーブル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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